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編著：ZEBロードマップ フォローアップ委員会 
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ここでの「集会所」とは、図書館、博物館等の文化・展示施設や、 
体育館、スポーツジム等の施設を想定したものである 
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はじめに 

集会所等におけるエネルギー消費実態とZEB 

省エネ建築物の一つの方向性であるZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル） 
 
 ZEB（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）は、室内外の環境品質を低下させることなく、大幅な省エ
ネルギーを実現する建築物として注目が集まっており、「エネルギー基本計画」（2014年４月閣議
決定）にて、以下の政策目標が設定されている。 

 
① 2020年までに、新築公共建築物等でZEBを実現することを目指す 
② 2030年までに、新築建築物の平均でZEBを実現することを目指す 

 
 上記目標の達成に向けたロードマップを作成すべく、ZEBの現状と課題、並びにそれに対する対応の
方向性の検証・検討を実施することを目的として、ZEBロードマップ検討委員会が設置された。本検
討委員会では、ZEBの定義やZEBの実現・普及にあたっての課題と対応の方向性が議論され、2015
年12月にロードマップが公表されている。 
（http://www.meti.go.jp/press/2015/12/20151217002/20151217002-1.pdf） 
 

 
 上記のロードマップは、2017年度に設置されたZEBロードマップフォローアップ委員会にて、これ
までの進捗状況や今後の対応の方向性等の議論を踏まえて、更新がなされている。 
（http://search.e-gov.go.jp/servlet/PcmFileDownload?seqNo=0000174301） 

集会所等におけるエネルギー消費実態 
 
 我が国では、民生部門（業務・家庭部門）は最終エネルギー消費の3割以上を占め、石油危機以降、

GDPは2.6倍に増加、産業部門はエネルギー消費量が2割近く減少したにも関わらず、民生部門は大
きく増加している（業務部門2.1倍）。このように、他部門に比べ増加が顕著であることから、徹底
的な省エネルギーの推進は我が国にとって喫緊の課題となっている。 
 

 集会所等については、年間の一次エネルギー消費量（平均値）が1,000～2,000MJ/㎡年程度であり、
事務所や商業施設等同様に、省エネが求められる建物用途である。 

DECCにおける建物用途別の年間一次エネルギー消費量（2006-2010年度データ） 

出所）「DECC統計処理情報」一般社団法人 日本サステナブル建築協会 

集会所の想定範囲 
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集会所等におけるエネルギー消費実態とZEB 

ZEBの定義 
 
 ZEBとは、先進的な建築設計によるエネルギー負荷の抑制やパッシブ技術の採用による自然エネル
ギーの積極的な活用、高効率な設備システムの導入等により、室内環境の質を維持しつつ大幅な省エ
ネルギー化を実現した上で、再生可能エネルギーを導入することにより、エネルギー自立度を極力高
め、年間の一次エネルギー消費量を収支でゼロとすることを目指した建築物とした上で、以下の3つ
に定義付けがなされている。 

定性的な定義 定量的な定義（判断基準） 

『ZEB』 年間の一次エネルギー消費量が 
正味ゼロまたはマイナスの建築物 

 以下のすべてに適合した建築物 
i. 基準一次エネルギー消費量から50%以上 

の削減（再生可能エネルギーを除く） 
ii. 基準一次エネルギー消費量から100%以上 

の削減（再生可能エネルギーを含む） 

Nearly 
ZEB 

『ZEB』に限りなく近い建築物 
として、ZEB Readyの要件を 

満たしつつ、再生可能エネルギー
により年間の一次エネルギー消費
量をゼロに近付けた建築物 

 以下のすべてに適合した建築物 
i. 基準一次エネルギー消費量から50%以上 

の削減（再生可能エネルギーを除く） 
ii. 基準一次エネルギー消費量から75%以上

100%未満の削減 
（再生可能エネルギーを含む） 

ZEB 
Ready 

『ZEB』を見据えた先進建築物 
として、外皮の高断熱化及び 
高効率な省エネルギー設備を 

備えた建築物 

 再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー 
消費量から50%以上の一次エネルギー消費量削
減に適合した建築物 

 特にZEBの設計段階では、断熱、日射遮蔽、自然通風利用、昼光利用といった建築計画的な手法
（パッシブ手法）を最大限に活用しつつ、寿命が長く改修が困難な建築外皮の省エネルギー性能を
高度化した上で、建築設備での高度化を重ね合わせるといった、ヒエラルキーアプローチの設計概
念が重要であり、上記の定義付けにおいても、その概念が盛り込まれている。 
 
 

 なお、一次エネルギー消費量の対象は、平成28年省エネルギー基準で定められる空気調和設備、空
気調和設備以外の換気設備、照明設備、給湯設備及び昇降機とする（「その他一次エネルギー消費
量」」は除く）。また、一次エネルギー消費量は運用時ではなく設計時で評価することとし、計算
方法は、平成28年省エネルギー基準で定められている計算方法に従うものとされている。 
 
 

 また、再生可能エネルギーの対象は敷地内（オンサイト）に限定し、自家消費分に加え、売電分も
対象に含めることとされている。ただし、エネルギー自立の趣旨に鑑み、再生可能エネルギーは全
量買取である場合は、評価の対象とならない。 

はじめに 
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ZEBの計算・評価方法 
 
 国立研究開発法人建築研究所のホームページに公開されている、平成28年省エネルギー基準に準拠
したプログラム（エネルギー消費性能計算プログラム）又はこれと同等の方法を用いてエネルギー消
費量を計算し、基準一次エネルギー消費量と設計一次エネルギー消費量の比較（削減率）で判断する。 

ZEBへのアプローチ（イメージ） 

基準値からの削減率（創エネ除く） 基準値からの削減率（創エネ含む） 

『ZEB』 

50%以上 
かつ 

100%以上 

Nearly 
ZEB 75%以上100%未満 

ZEB 
Ready 50%以上75％未満 

計算方法 

『ZEB』 
・ 

Nearly 
ZEB 
・ 

ZEB 
Ready 

 
 
 
 

 

 
 設計一次エネルギー消費量（ET）： 
空調（EAC）+換気（EV）+照明（EL） 
+給湯（EW）＋昇降機（EEV） 
－ｴﾈﾙｷﾞｰ利用効率化設備（PV+ｺｰｼﾞｪﾈ）（ES） 
＋その他（EM） 

 基準一次エネルギー消費量（EST）： 
空調（ESAC）+換気（ESV）+照明（ESL） 
+給湯（ESW）＋昇降機（ESEV）＋その他（EM） 

 
 
 
 
 設計一次エネルギー消費量（ET）：左記同様 

 
 基準一次エネルギー消費量（EST）：左記同様 

 
 創エネの対象：自家消費分に加え、余剰売電分も対
象（設置場所は敷地内（オンサイト）） 
※エネルギー消費性能計算プログラムにおけるBEI
（Building Energy Index）では、自家消費分のみ 
が評価対象であり、留意が必要 

エネルギー消費量

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
量

Reference Building

基準一次エネル
ギー消費量

『ZEB』

Nearly
ZEB

50%以上減

省エネルギー
①負荷の抑制（高断熱化、日射遮蔽等）
②自然エネルギー利用
（再生可能エネルギーを除く）
③設備システムの高効率化

100%以上減
(Net Zero)

75%
以上減

ZEB
Ready

④再生可能エネルギーの導入
エネルギー自立

50%
以上減

1- 
 

設計一次エネルギー消費量（ET）－その他（EM） 
＋エネルギー利用効率化設備（PV）（ES

※） 
基準一次エネルギー消費量（EST）－その他（EM） 

 
ES

※ は再生可能エネルギーを利用した発電に限る 

1- 
設計一次エネルギー消費量（ET）－その他（EM） 
基準一次エネルギー消費量（EST）－その他（EM） 

集会所等におけるエネルギー消費実態とZEB 

ZEBの定義 

はじめに 
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補助事業の申請案件における導入設備の概要 
 
 

 

ZEB指向ビルの設計実例 

ZEB事例 

 ZEB実証事業は、ZEBの実現と普及拡大を目指し、ZEBの構成要素に資する高性能設備機器等を
導入することで高い省エネルギー性能を実現する建築物に対し、その高性能設備機器等の導入費
用を支援する補助事業である。 

ZEBリーディング・オーナー登録事例のZEBチャート分布 

出所）「ZEB実証事業 調査研究発表会2018」一般社団法人 環境共創イニシアチブ 

ZEBチャート分布（平成30年度事業の36件（経産省・環境省分）） 

 また、ZEBロードマップの意義に基づき、自らのZEB普及目標やZEB導入計画、ZEB導入実績を
一般に公表する先導的建築物のオーナーをZEBリーディング・オーナーと定め、公募・登録・
ホームページでの公表を行っている。 
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補助事業の申請案件における導入設備の概要 
 

 

出所）「ZEB実証事業 調査研究発表会2018」一般社団法人 環境共創イニシアチブ 

ZEB指向ビルの設計実例 

ZEB事例 
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補助事業の申請案件における導入設備の概要 
 

 

出所）「ZEB実証事業 調査研究発表会2018」一般社団法人 環境共創イニシアチブ 

ZEB指向ビルの設計実例 

ZEB事例 
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集会所事例（ZEBリーディング・オーナー事例） 

出所）「ZEBリーディング・オーナー導入実績」一般社団法人 環境共創イニシアチブ 

ZEB事例（集会所） 

※下記の省ｴﾈﾙｷﾞｰ性能は、ｴﾈﾙｷﾞｰ消費性能計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに基づく、基準一次ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費量（集会所の基準建物仕様）と設計一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量の比較である。 
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集会所事例（ZEBリーディング・オーナー事例） 

出所）「ZEBリーディング・オーナー導入実績」一般社団法人 環境共創イニシアチブ 

ZEB事例（集会所） 

※下記の省ｴﾈﾙｷﾞｰ性能は、ｴﾈﾙｷﾞｰ消費性能計算ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに基づく、基準一次ｴﾈﾙｷﾞｰ 
消費量（集会所の基準建物仕様）と設計一次ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量の比較である。 
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文化施設、スポーツ施設における 
省エネ対策の効果（例） 

集会所特有
Column 

出所）平成22年3月「省エネ対策 虎の巻（ホテル 文化・教育・スポーツ施設 編）」名古屋市 

集会所のZEBに資する省エネ対策事例 

文化施設における省エネ対策 

スポーツ施設における省エネ対策 

※1：空調設定温度の適正管理は、文化施設は全館、スポーツ施設は冷房は事務室、暖房は全館で実施するものとして試算。 
※2：表中の「実施済」の分母は訪問件数中、メニュー提案可能な件数のみを表示。 
※3：表中の「重油からガスへの燃料転換（ボイラー更新）」、「コージェネレーションの導入」メニューの削減費用、投資回収年 
    については、施設ごとにガスの使用状況、ガス単価が大きく異なるため、記載していない。 

 名古屋市が、文化施設2件、スポーツ施設5件を対象にエネルギー使用状況実態調査の結果、多くの
施設で実施されていた省エネ対策、または実施すると効果があると想定された対策は下記の通り。 
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文化施設（劇場・ホール、展示施設） 
における省エネ対策の効果（例） 

出所）平成24年3月「省エネ対策 手引書（文化施設編）, 愛知県」を参考に一部編集 

集会所のZEBに資する省エネ対策事例 

費用をかけずに実施できる省エネ対策メニュー 

費用をかけて実施する省エネ対策メニュー 

2.46% 

1.60% 

0.98% 

0.69% 

0.54% 

0.49% 

0.27% 

0.25% 

0.15% 

0.06% 

0.02% 

0.00% 1.00% 2.00% 3.00%

【空調】外気取入量の適正管理 

【空調】空調室内機のフィルター清掃 

【空調】空調熱源機器の運転時間短縮 

【空調】外気冷房の活用 

【空調】吸収式冷温水発生機等の冷水出口温度の適正管理 

【空調】吸収式冷温水発生機の空気比適正管理 

【照明】一部消灯 

【照明】自動販売機照明の消灯 

【照明】屋外照明の点灯時間短縮 

【その他】パソコンの節電対策 

【その他】夏季のトイレ便座ヒーター停止 

省エネ対策ごとのエネルギー削減率（平均値） 
※建物全体のエネルギー消費量に対する削減率 

10.36% 

5.44% 

1.71% 

1.31% 

1.20% 

0.66% 

0.45% 

0.44% 

0.42% 

0.38% 

0.32% 

0.31% 

0.15% 

0.10% 

0.00% 2.00% 4.00% 6.00% 8.00% 10.00% 12.00%

【空調】高効率空調設備への更新（セントラル） 

【空調】高効率空調設備への更新（個別） 

【照明】誘導灯にLED誘導灯を採用 

【その他】太陽光発電設備の設置 

【空調】冷温水ポンプのインバータ制御 

【照明】白熱灯の高効率化 

【空調】ファンのインバータ制御 

【照明】蛍光灯の高効率化 

【照明】水銀灯の高効率化 

【照明】蛍光灯照明器具に反射板取付 

【照明】人感センサーによる照明消灯 

【空調】空調室外機のサイクリック制御 

【その他】自動販売機の夜間停止 

【空調】省エネファンベルトの採用 

省エネ対策ごとのエネルギー削減率（平均値） 
※建物全体のエネルギー消費量に対する削減率 

集会所特有
Column 
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スポーツ施設（フィットネスクラブ） 
における省エネ対策の効果（例） 

出所）「フィットネスクラブの省エネルギー対策, 東京都環境局 東京都地球温暖化防止活動推進センター」を参考に一部編集 

集会所のZEBに資する省エネ対策事例 

1.組織体制の整備 2.エネルギー等の使用状況の把握 

3.照明設備の運用対策 4.空調設備の運用対策 

5.設備保守対策 6.設備導入対策 

63% 

56% 

42% 

35% 

33% 

0% 50% 100%

具体的な取組目標と内容の設定 

温暖化対策推進担当の配置 

取組内容や点検体制の定期的改善 

組織横断的な推進体制の整備 

所内で温暖化対策情報の提供 

 63%の事業所で具体的な取組目標と内容の設定がされており、半数
以上の事業所で温暖化対策推進担当を配置されています。 

 一方、所内で温暖化対策情報の提供をしている事業所は33%と低
い水準となっています。 

85% 

75% 

48% 

15% 

4% 

0% 50% 100%

空室・不在時等のこまめな消灯 

個室等不使用箇所のこまめな消灯 

自動販売機の休日・夜間照明停止 

採光を利用した消灯の実施 

外灯等の点灯時間の季節別管理 

 85%の事業所で、空室・不在時、また個室等の不使用箇所でのこま
めな消灯が実施されています。人感センサーの活用による消し忘れ防
止や、照度センサーの活用による適正照度の確保で、更なる省エネ
効果が期待できます。 

93% 

77% 

65% 

64% 

45% 

0% 50% 100%

空調フィルターの清掃・点検 

ボイラ等の定期点検の実施 

中央熱源機器等の季節設定実施 

ランプ等の定期的な清掃・交換 

換気フィルターの清掃・点検 

 93%の事業所で空調フィルターの清掃や点検が実施されています。 
 空調フィルターの清掃や点検は、空調機の運転効率を維持するうえ

で最も効果を発揮する省エネルギー対策の１つです。この取組を継
続して実施していきましょう。 

79% 

68% 

46% 

39% 

38% 

0% 50% 100%

自ら入手可能な情報に基づく把握 

過去のデータによる傾向の把握 

エネルギー使用量の前年度比較 

関係他者からの情報を加えて把握 

主要設備の使用状況の把握 

 79%の事業所で、自ら入手可能な情報に基づいて全体のエネルギー
使用状況を把握されていますが、主要設備の使用状況を把握されて
いる事業所は38%と低い水準となっています。主要設備の使用状況
を把握することで、より効果的な省エネ対策を講じることができます。 

70% 

62% 

55% 

41% 

32% 

0% 50% 100%

空室・不在時等の空調停止 

利用状況に応じた空調の設定変更 

季節に応じた温度設定の見直し 

中間期における外気冷房の実施 

冷暖房温度を都の推奨値へ変更 

 70%の事業所で、空室・不在時等の空調停止が、また、利用状況
に応じた空調の設定変更も62%の事業所が実施されています。エリア
ごとに様々な運動が行われているフィットネスクラブでは、利用状況に応
じた空調の設定変更により、大きな省エネ効果が期待できます。 

41% 

18% 

18% 

18% 

12% 

0% 50% 100%

高効率照明ランプの採用（屋内） 

高効率照明器具の採用（屋内） 

蒸気バルブ等の断熱強化 

空調の冷温水配管の保温の実施 

節水器具の採用 

 41%の事業所で高効率照明ランプを採用されていますが、断熱設
備や節水器具の導入については、対策の余地があります。設備管理
台帳を作成して、計画的に設備更新を進めていきましょう。 
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